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はじめに 

 国土交通省「駅まちデザインの手引き」では、

駅・駅前広場・周辺市街地を「駅まち空間」と

捉え、関係者が連携してまちづくりの中核を担

う場所とする取組が重要とされている（国土交

通省 2021）。本稿では、地方都市において駅周

辺整備計画策定前に実施された住民参加による

ワークショップの事例に着目し、地域住民が駅

に期待していることを明らかにする。 

 

１．対象事例の概要 

本研究では、JR 両毛線の岩宿駅（群馬県み

どり市）に着目した（図１）。岩宿駅の 1 日平

均の乗車人員は、直近 10 年ではコロナ禍の

2020・21 年度を除き約 1,100～1,200 人台であ

り、うち約 70％は定期券利用である。 

「みどり市都市計画マスタープラン」では、

岩宿駅周辺は市の地区拠点と位置付けられてい

る（みどり市 2024）。市では駅から約 1km 圏を

対象とするまちづくりの計画である「岩宿駅を

核とした総合的なまちづくりプラン」（以下、

まちづくりプラン）策定に向け、2022年 7月～

11月に計 4回の「岩宿駅周辺まちづくりワーク

ショップ」を開催した。概要を表 1に示す。 

 

 

 

 

 

 

図 1 みどり市・岩宿駅の位置 

表 1 ワークショップの概要 

 

 

２．ワークショップから見る駅・周辺の課題 

第 1回ワークショップでは、駅・駅周辺の課

題や改善の意見交換が行われた。 

駅については駅舎・駅前広場・跨線橋に関す

る点を中心に主に下記の課題や意見が出された。 

・駅舎：待合室への空調、待ち時間に勉強や飲

食可能な机を整備してほしい。 

・駅前広場：ロータリー等が未整備であること

から歩車分離がされていない、夜間暗く人通

りが少ないため、帰宅時の子供が不安になる。 

・跨線橋：現在駅の改札口は北口一か所にある

ため、南口へは跨線橋での連絡となるが、跨

線橋がバリアフリーに対応していない点や、

暗い・落書き等が見られる点。 

上記は、同駅利用者は生徒・学生が多く、家

族等の自家用車での送迎により駅にアクセスし

ていることを反映したものと考えられる。 
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■各回の概要

開催日
2022年

内容

第1回 7月2日
駅周辺エリアの魅力・課題、改善に向けたア
イディアを考える⇒市民ニーズを把握する

第2回 8月18日
駅周辺まちづくりで出来ること、したいこと
を考える⇒整備方針図を検討する

第3回 9月29日
駅周辺の整備イメージを考える
⇒具体的な整備イメージを検討する

第4回 11月24日
駅周辺の整備計画案を考える
⇒短期５か年の整備計画案を検討する
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一方、駅周辺では、例えば歩道や道路に関し、

照明が少ない点や、駅から高校・体育館・公民

館・競艇場等の周辺施設への経路に歩道が整備

されていない点が挙げられた。この他、駅前に

空き家があり景観を損なっている点、周辺の歴

史・自然資源である岩宿遺跡や阿佐美沼の活用

に向け、駅からのバス等の移動手段の整備等を

求める意見が出された。 

 

３．ワークショップの意見の計画への反映 

ワークショップにて出された意見は、4 つの

テーマに分類された計 39 項目に集約され、ま

ちづくりプランに盛り込まれた。ロータリー方

式による北口駅前広場の再整備の検討や、駐車

場・駐輪場の拡大、歩道の整備や街灯・防犯カ

メラの設置等の 5項目は、市が 5年以内に実施

する項目である短期メニューと位置付けられた。

一方、駅舎に関する内容（橋上化等による南側

への駅改札口の増設、バリアフリー対応、飲食

が可能なスペースの設置）や連続した歩道の設

置による回遊性の向上の検討は、10 年以内に

実施する中期メニューとして盛り込まれた。 

 

４．駅前広場の配置の検討 

ワークショップの第 3・4 回では、短期メニ

ューのうち、北口駅前広場のレイアウトの検討

が主に行われた。事務局から駅前広場のレイア

ウト案が提示され、県道への出入り方法（信号

無しの T字路ないし信号付きの十字路）や、駅

前広場に P&Rの駐車場もしくは多目的スペース

を設置する場合が比較検討された。ワークショ

ップでは、駅前広場の出入口への信号整備並び

に駅前の駐車場整備が望ましいという意見が多

く、ワークショップ結果を反映し、今後市では

この案を前提に県・警察と協議しながら検討す

ることがまちづくりプランに盛り込まれた。多

目的スペースの設置は将来の南口駅前広場の整

備時に行うこととされた。 

おわりに 

ワークショップでは、生徒・学生が駅利用者

の中心であることを反映し、送迎を待つ生徒・

学生や、駅まで自家用車で送迎する家族の意見

として、駅舎の待ち環境や駅前広場の整備が駅

への期待として挙げられたと考えられる。また、

駅前の空き家や駅周辺の歩道整備に関する意見

からは、駅と周辺の改善を組み合わせて取り組

む必要があることが示されていると考えられる。 

まちづくりプランはパブリックコメントの手

続き後、2023年 3月に公表を迎えた。今後、ワ

ークショップで議論されプランに盛り込まれた

北口駅前広場の再整備の都市計画決定が期待さ

れる。また、まちづくりの手法としてのワーク

ショップについて、下表 2 の通り群馬県では

2020 年度以降みどり市以外でも 10 市町にて市

町村の計画策定に際しワークショップによる住

民参加が図られている。今後、地方都市におい

ても計画策定に際し、ワークショップを通じた

住民参加が徐々に広まると考える。 

 

表 2 群馬県内市町村におけるワークショップ 
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市町村名 目的 実施月 回数

伊勢崎市
第3次伊勢崎市総合計画の策
定

2023年9月
～10月

3

太田市
藪塚地域における土地利用
に関するワークショップ

2022年10月
～1月

4

安中市 第3次安中市総合計画の策定
2023年5月

～8月
市民1
高校8

東吾妻町
群馬原町駅南側地区まちづ
くり計画の策定

2021年7月 2

館林市、板倉
町、明和町

館林都市圏地域公共交通計
画策定

2020年度 -


